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上越市議会基本条例の検証について（中間報告） 

 

平成 28 年 9 月 23 日に諮問された議会基本条例の検証について、各会派から協力をい

ただきながら、これまでに 8回の委員会を開催し、精力的かつ慎重に条文及び解説の検

証を重ねてきました。 

このたび、条文及び解説の検証結果がまとまりましたので、別紙のとおり報告します。 

なお、引き続き、議会基本条例に基づいた取組の現状について検証を行い、より一層

議会活動を活性化するための方策などについて検討を行っていく予定です。 

 

１．検証結果 

 ⑴ 解説の修正について 

前文の解説中の文言を以下のとおり改める。 

修正後 修正前 

前文 解説 

〇なお、二元代表制とは、地方自治体にお

いて、首長と議会議員をともに住民が直

接選挙で選ぶという制度である。これに

対して国では、選挙で選ばれた議員で組

織する国会が内閣総理大臣を指名し、そ

の内閣が国会に対して責任を負うとい

う議院内閣制をとっている。二元代表制

の特徴は、首長、議会がともに住民を代

表するところにあり          

     、互いに対等の機関として、

その地方自治体の運営の基本的な方針

を決定（議決）していくことにある。 

前文 解説 

〇なお、二元代表制とは、地方自治体にお

いて、首長と議会議員をともに住民が直

接選挙で選ぶという制度である。これに

対して国では、選挙で選ばれた議員で組

織する国会が内閣総理大臣を指名し、そ

の内閣が国会に対して責任を負うとい

う議院内閣制をとっている。二元代表制

の特徴は、首長、議会がともに住民を代
．．．．．．．．．．．．．

表する
．．．

ところにあり、住民を代表する首
．．．．．．．．

長と議会
．．．．

が、互いに対等の機関として、

その地方自治体の運営の基本的な方針

を決定（議決）していくことにある。 

 （理由） 

  ひとつの文章の中で、同様の表現を重複して用いているため 

 

 ⑵ その他の検証結果について 

議会基本条例 検証結果概要（別紙）のとおり 



 

 

２．委員会の開催状況 

 ・第 1回 平成 28 年 09 月 23 日（正副委員長選出等） 

 ・第 2回 平成 28 年 10 月 24 日（検証作業：委員会の進め方） 

 ・第 3回 平成 28 年 11 月 11 日（検証作業：前文～第 2章） 

 ・第 4回 平成 28 年 12 月 1 日（検証作業：第 3章～第 6章） 

 ・第 5回 平成 28 年 12 月 14 日（検証作業：第 7章～第 10 章） 

 ・第 6回 平成 25 年 01 月 17 日（検証作業：条文及び解説の見直し①） 

 ・第 7回 平成 25 年 02 月 01 日（検証作業：条文及び解説の見直し②） 

 ・第 8回 平成 25 年 02 月 08 日（検証作業：条文及び解説の見直し③） 
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